
プログラム

>8月 27日仕)

NSTロー般 演題 ‐I 13 :30～ 14:20

座 長  寺尾俊 彦  (浜松 医大 )

1.felal behavioral statesに 対する母体血糖値 と子宮収縮の影響について

(長 崎 大)○ 増崎英明、安永昌子、吉田至誠、石丸忠之
山辺  徹

2.喫 煙 とNST
― (瀬丁 大)○ 益子和久〔望月真人 ,

3.赤 毛ザル慢性実験モデル を用いた accelerationの生理的意義 について

(日   大 )○ 坂田寿衛 、三宅良明、高木繁夫

(カ リフ ォルニア大 ) 村田雄二 、E.J.Quilligan

4.NSTに おける捕経共努土づ と細変動消失 、とくにRh因子胎児溶血性疾患

を中心に して

(福 岡 大 )〇 小林秀樹、松尾直裕 、明石輝久、清水 博

金岡 毅 、白川光一

5。 Non‐ stress test半 」定 におけ る Acceleration i Fetal Movement Ratioの

導入

十  ~(大 分 医大 )○ 松 岡 良 、合 阪幸三 、森  宏之 、木川源則

NST'一般 演 題 ‐II 14:20～ 15: 10

座 長  諸 橋  侃  (慶 応 大 )

1.NST測 定誤差 とその因子分析

(帝 京 大 )○ 大川 とみ、八木憲一郎 、穂垣正暢、荒井  清

2.Run testに よるNSTの 評イ面

(順天堂大産婦 人科 )○ 吉田幸洋、深間内一孝、和 国博美

橋本武次、古屋 博

(順天堂大 中央電算機室 )江 原義郎
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3.新 生児および胎児におけ る体動 と心拍数の関連 について

(長 崎 大 )○ 安永昌子、増崎英明、吉 田至誠、石丸忠之

山辺 徹

(長崎通信病院 )山 口茂安

4.fetal well being半 J定における月台重梶数の意義 について

(高知医大 )○ 橋本 雅 、久保隆彦 、松 田孝之、相良裕輔

武田佳彦

5,各 種胎動検 出法の比較
(香川医大 )○ 原 量宏 、神保利春

(ハ イテウレハミル グ大 )F.Kubli

―
休  憩 (15分 )一一―

―
休  憩 (15分 )―――

総 司ヽt・ NST 15:25-16: 25

1.NSTの 現況 と問題点 ………・……………………前 田一雄 (鳥取大 )

座長 室岡 ― (日 本医大 )

2.海外におけるNSTの 現況 ……・…………………西 島工博 (北里大 )

座長 神保利春 (香川医大 )

3, variability index の基準化 と測 ;竜精度 にイ9い て

… … …… …… …… …… …… …… … … … …… 久 保 武 士 (筑波大 )

座長  中野仁雄 (九 りヽH大 )
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NST特 定 i演題 16 : 40～ 18 : 10

一
NSTの 判 定 基 準 と評 価 一

座 長  坂 元正一  (東京大 )

NSTに よる high risk妊 娠の管理
(北 里 大)○ 天野 完、西島正博、林 輝雄、巽 英樹

島田信宏、新井正夫

3.

NSTと 分娩時 FHRと の関係
(東 Jと 大 )○ 遠藤  力、佐藤 章

胎児仮死症例におけるNSTの 経時的変化
(大 阪 大 )○ 佐々木記久子、神崎

青木嶺夫、長谷川利典

(国立循環器病 センター )千 葉喜英、
(大阪府立母子センター )入 江真行

NSTか らみた胎児予備能の限界

(浜松医大 )① 住本和博 、稲本 裕 、

NST‐ nonreactive 29症ケl10転帰
(自 治医大 )○ 佐藤郁夫、大草 尚、

4.

5.

6.

徹 、山田基博 、

榊原繁夫

能登裕志、寺尾俊彦

臼井謙一 、谷野 均

7.

玉 田太朗

分娩様式 と児の予後か らみた NSTの 評価

(東 京 大 )○ 椋棒正昌、長屋 憲 、施  政庭 、馬場一憲
上妻志郎、岡井 崇、桑原慶紀、水野正彦

坂元正一

胎令 を加味 したNSTの 判定基準
(九 州 大 )○ 小柳孝司、中原博正 、堀  栄一 、原  賢治

下川 浩、中野仁雄

NST大 標本 による統計 (各施設データ集計による)……… '………坂元正一



>8月 28日 (日 )

スライ ドカンファランス。I 9 : 20-10 : 00

一 FHR一 ―

座長  清水哲也  (旭川医大 )
穂垣正職  (帝京大 )

1.Non‐ reactive NSTに BIき つづ き deceleration,sinusoidal patternを 呈した

骨盤位の 1例

(京 都 大 )○ 神崎秀陽、林   研 、松浦俊平

2.S inusoidal patternを 呈 した興 llXあ る症例

(東 京 大 )○ 馬場一憲、椋棒正 昌、上妻志郎 、岡井  崇

木下勝之 、桑原慶紀、水野正彦 、坂元正一

3.decelerationを 伴 わな い nOnBreactive patternを 呈 した出生直後の新生児

死亡例

(北里大産婦人科 )○ 林  輝雄 、天野 完 、西島正博 、

新井正夫

(北里大小児科 )仁 志田博司

4.妊 娠 33週、産禾斗シ ョック時に認め られた興味あるCTG所 見

(日 本医大第二病院 )○ 高橋  通 、菊池二郎

5,重 症妊娠中毒症に肝機能障害 を合併 した症例

(島根医大 )○ 渋川敏彦 、山本和彦 、高橋健太郎 、村尾文規

スライ ドカンファランスーII 10: 00～ 10 :40

― FHR、 胎 児 心疾 患の診 断 、等 ―
座長 佐藤郁夫  (自 治医大 )
千葉喜英  (国立循環器病センター )

1.胎 児高度頻脈例 (I)
(鳥 取 大 )○ 日高 透 、加藤一雄 、辰村正人、伊藤隆志

2.胎児高度頻脈例 αD
(鳥 取 大)○ 日高 透、加藤一雄、辰村正人、伊藤隆志
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3.超 音波 Mモ ー ド法による胎児不整脈の鑑別診断
(九 州 大 )○ 原 賢治、小柳孝司

4.胎 児心臓異常に対す る一次ス クリーエングとしての check pOint
(匡l立循環器病センター)○ 宇津正三 、棚原繁樹、石 田崇彦

千葉喜英

~   5。
新生児 H舜時心拍数 モニ タ リングに見 られた S inusoidal pattern

(北里大 小児科 )○ 仁志 田博 司

― ― 休  憩 (15分)一―

スライ ドカンファランス。III 10:55-11 :50

一一 超 音 波 診 断 、 胎 児異 常 、 外 妊 一―

座長  関場 香  (岡 山大 )
小林 充尚 (防衛 医大 )

1.羊膜腔内嚢胞状腫瘤の一例
(岡 山 大 )○ 正岡 博 、満谷 寛、木山智元、福 本 悟

赤松信雄 、江 回勝人、関場  香

2.胎 児異常 を呈 した SLE合 併妊娠の一例
(信 州 大 )○ 平林稔 之 、深松義人、鈴木章彦 、堀 回隆彦

塚原嘉治、福 田 透

3.妊 娠第f7週で脳室拡大 を認めた症例 ~
(旭 川医大 )○ 佐々木公則、柴田繁男、清水哲也

4.電 子スキャンによる胎児下腹部 cyStic lesionの 鑑房U診断

(福 岡赤十年病院 ) 〇進 岳史
(九 州 大 )○ 原 賢治、小柳孝司、中野仁雄

5.子 宮外妊娠 での、子宮体上部のエ コー

(日 本医大第一 病院 )○ 馬法J是純、朝倉啓文 、高橋  亘
越野立夫、室岡 一
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6.子 宮外妊娠か不全流産か

(日 本医大第一病院 )○ 近藤俊吾 、中井章人、高橋  亘

越野立夫 、室岡 一

7.充 実性 エ コー内の GS

(旭川医大 )○ 柴 田繁男、佐々木公則、清水哲也

スライ ドカンファランス‐IV 11 : 50～ 12 : 30

―一骨盤 内腫 題 の 診 断 、 画 像 処 理 等 ―

座長  鈴木正彦  (杏林大 )
佐藤 章  (東北大 )

1.超音波断層法及びCTに より悪性卵巣腫瘍が疑われた症例
(大分医大)〇 合阪幸三、陳 欣栄、森 宏之、木川源則

2.果 味ある卵巣腫場の一例
(大分医大 )○ 合阪幸三、松岡 良、森 宏之 、木川源則

3.骨 盤内腫瘤の一 CT像

(近 畿 大 )○ 測  勲、野田起一郎

4,電 子スキャンによる胎児眼球の解剖学的構築
(九 州 大 )○ 井上  充、原 賢治 、小柳孝司

5.Pelvic Angiographyへ の Digital RadiOgraphyの 応用

(筑波大産婦人科 )○ 重光 貞彦 、稲葉淳一 、久保武士
岩崎寛和

(筑波大医工学 )  赤塚孝雄 、兵藤一行 、武田 徹
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